
1 光パルスのFourier変換

角周波数 ω0、1/e半幅 τ の電場パルスを考える。
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よって周波数（ω）領域では ω0 を中心に 2/τ の 1/e半幅を持つことになる。

さて、光強度（パワー）は電場の 2乗に比例するので、光強度は

P (t) = |E(t)|2

= E2
0 exp

(
−2t2

τ2

)
より、光強度のパルス幅は、1/e半幅 τP = τ/

√
2となる。一方、周波数領域では
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より、1/e半幅 τQ =

√
2/τ の幅を持つ。

以上をまとめると、電場波形については 2を時間幅 τ で割れば、角周波数幅が得られる。光強度

波形については、1を時間幅で割れば（つまり、単純に逆数をとれば）角周波数幅が得られる。
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2 単位換算

スペクトルは角周波数よりも、光子エネルギー (eV)や波長 (nm)のほうが扱いやすいことから、

これらに変換した式を導出しておく。

2.1 光子エネルギー

時間の単位を psとして、
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2.2 波長
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角周波数を波長になおすと
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よって波長幅は光強度についての場合、長さの単位を µm、時間の単位を psとして、
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となる。計算結果を nmで表せば、
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2.3 まとめ

波長 λ (µm)、1/e半幅∆t (ps)の光パルスのスペクトルは、1/e半幅

∆Ephoton =
0.658
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∆λ = 0.53 · λ
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※光強度で測った場合� �
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